社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第3回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年7月30日（日）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター3階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長
　岡本
　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田
(総務委員会）五十嵐、櫻井（絢）、鈴木（将）
(研修委員会）染野
(総合相談委員会）森池

　　　　　　会員外理事
　池亀、石塚、川口
委任状提出理事
　丸、周藤、川島、西城
　　委任状提出会員外理事　石塚、石川

欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1） 日本社会福祉士会総会報告
（2） 各委員会報告事項に対する質疑

（3） 議事
1.　役員選挙について

2.　法人後見業務監査委員について

（４）その他
5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。

· 日本社会福祉士養成校協会から会員外理事として推薦いただいた川口一美先生が本日理事会よりご出席、ご挨拶いただく。
· 議題

（1） 日本社会福祉士会総会報告・・・神山会長から報告
· 小榑代議員から書面による報告・・・資料参照

· 3月に行った日本社会福祉士会総会は、書面票決による議決となったがこれは有効なのか議論があった。
· 日本社会福祉士会の連合体となることについて、日本会事務局長と8月に話し合いがおこなわれる予定。
· 連合体になった場合の本会と千葉会の会費の内訳は、事務手続きや方法が落ち着くまで現状通りで運営していく。
（２）委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．ぱあとなあ千葉運営委員会
・会の文書の保存規程はどのようになっているか？先日、過去の家裁からの文書を調べようと思ったところ、運営委員より6ヶ月を過ぎた文書について個人情報保護の観点から破棄をしているとの話があった。案件が終了するまではもしくは何年かは保管が必要かと思う。
・弁護士会では、案件の時効が成立するまで文書は保存。司法書士会では、紙ベースでは1年間保存とし、それ以降はＰＤＦ化し、データで保存している。

→現在の会の文書保存規程はない。事務所も狭いため、保管して置く場所の確保も難しい状態。今後検討し、保管の期限や方法を決定する。

2． 総務委員会企画部会

· 7月16日ＳＷデイイベント「人材センター主催お仕事セミナー」には、89名の方が参加いただいた。学生ばかりでなく一般の方の参加も多く見られた。
· 三団体の合同研修会が、11月27日に総武病院で行うことに決定。また、来年ＳＷデイイベントとして三団体シンポジウムをＨ24年7月21日千葉市民会館小ホールでおこなうことも決定している。

· ３．事務局・・事務局報告について補足
· 千葉県人材確保・定着フォーラム実行委員会に、公募にて相澤氏を推薦。7月25日の実行委員会へ参加いただいた。11月22日のフォーラム開催に向け、当会からも福祉系大学や養成校へ働きかけをおこなっていただきたいとのお話があった。
· 被災者支援プロジェクトについて「赤い羽根助成金募金」申請したところ、希望額86万円助成が決定した。詳細は中央募金会ＨＰ参照。
· 京都にて開催された全国大会にて、来場者が被災のあった件へ千羽鶴寄贈していただいた。・・当会ＨＰにお礼の言葉と写真を掲載する。
（３）議事

１．役員選挙について

· 従前より規則が分かりづらい部分があると選挙管理委員会より指摘があったため、役員選出細則の改定をおこないたい。（細則の新旧表は資料Ｐ19～Ｐ22）
· 大きな変更点としては、①第9条「選出人数」を、その他分野を5人以内→10人以内へ変更、②第18条「選出の方法」を、立候補者の中から1名選び投票することと変更した。

· 昨年問題となった「独立型社会福祉士」の立候補者は、「その他分野」の分類となってしまい、結果、「福祉分野」は定数不足しているが、「その他分野」は選挙をすることになった。

· 独立型社会福祉士は「福祉分野」を主として後見活動などなどおこなっているが、今回についても「その他分野」の分類となってしまうのか。
· 独立型社会福祉士については、「日本標準産業分類」には明記されていないため、その判断は選挙管理委員会に委ねられていた。しかし、今回は、理事会がその判断基準を明確にし、選挙管理委員会へ示したほうがよいのではないか。

· 例として、福祉的な業務とその他の業務を業務時間や売上げでわけ（立候補者の自己申告による）、どちらの分野に分類するか判断してはどうか。またその判断が困る場合や、定数不足となった場合は、会長により決定される、と細則に明記してはどうか。
→現在指導をいただいている千葉県の担当者へ確認。また、その他の都道府県社士会の選挙規則を参考にして「独立型社会福祉士」の分類について判断基準を設けることとする。

２．法人後見業務監査委員について

· 委員数は3名、現在公募により委員を募集中。

· 監査委員会は年に2回を予定。

· 千葉司法書士会より1名推薦をいただけないか池亀会員外理事へ交渉中。

（4） その他

· 広報部会より・・7月発行予定であった点と線第76号が、震災の影響で原稿などとりまとめが遅れてしまった。8月下旬には発送予定。同封チラシがある委員会は、8月中旬頃までに事務局へ提出いただきたい。
· 負担金規則にかかる配分委員会準備委員会について、8月27日午後に第1回委員会を設ける予定。

